
渡良瀬遊水地
ヤナギ・セイタカアワダチソウ

2012年7月3日にラムサール条約湿地に登録された渡良瀬遊水地は、栃木・茨城・群馬・埼玉の4県4市
2町にまたがる面積約3,300haの国内最大の遊水地として洪水から首都圏の生命・財産を守っているとと
もに、本州以南最大の湿地に絶滅危惧種を含む多くの貴重な動植物が生息・生育する自然の宝庫です。
小山市では、渡良瀬遊水地の貴重な湿地環境を保全するため、関係機関・団体やボランティアのご協力

のもと、「ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦」を2014年度から実施しており、6年間で延べ約
15,100人のご参加をいただきました。
本作戦は、持続可能な開発目標（SDGs）のGOAL15「陸の豊かさも守ろう」の達成に貢献しています。
みんなの力を合わせて、渡良瀬遊水地の未来を守りましょう！

除去作戦

＜2020年度実施予定＞

5月16日(土)AM7:30～

7月11日(土)AM7:00～

12月 6日(日)AM9:00～

2月20日(土)AM9:00～

＜小山市渡良瀬遊水地湿地保全サポート団体＞
2019年度に実施したすべての「ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦」に5人以上で参加いただいた
企業・団体等の皆さまです。（15団体、五十音順）

アクリーグ㈱、 ㈱足利銀行、 潮田建設㈱、思川西部土地改良区、小山北桜高校、
㈱オリジン、大和ハウス工業㈱、 ㈱栃木銀行、㈱巴コーポレーション、
西原・ヴェオリア・ジェネッツ・日本環境クリアー特定業務委託共同企業体、
日本無機㈱、社会福祉法人パステル、水戸証券㈱、郵便局、 ㈱ヨロズ栃木

＜各回の詳細は＞

小山市ホームページ 又は 渡良瀬自然ミュージアム

渡良瀬遊水地での湿地保全活動を独自に継続して実施いただいている企業・団体等の皆さまです。

MS＆ADインシュアランスグループ（2014年～）

主催：小山市、野木町、小山市教育委員会、「渡良瀬遊水地第2調節池」外来種対策・普及啓発・環境教育促進協議会、
小山市渡良瀬遊水地治水推進・ラムサール賢明な活用・周辺整備推進期成同盟会

後援：国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所、栃木県、一般財団法人渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団

http://www.city.oyama.tochigi.jp

又は広報おやまをご確認ください。

http://www.watarase-museum.net

小山市役所 渡良瀬遊水地ラムサール推進課
TEL：0285-22-9354

＜問い合わせ＞

渡良瀬遊水地ロゴマーク

【５月１６日(土)】⇒新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止いたします。

【７月１１日(土)】⇒子育て中のコウノト
リへの影響を考慮し中止いたします。



渡良瀬遊水地
コウノトリ交流館
(渡良瀬遊水地の情報発信施設)


